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Abstract

1,はじめに

富山県八尾市にて毎年9月 1日 ～ 3日 に開催される越中八尾おわら風の盆 (以下、「おわら風の盆」とする)

は、多 くの観光客を集める年中行事である。この時には市内の10町 1地 区にて、「豊年踊 り」「女踊 り」「男

踊 り」の3種類が踊られる [越 中八尾観光協会 2010:26-30](図 -1参照)が、現在それらは「町流 し」・「輪

踊 り」・「舞台踊 り」の3つ の形態をとる。

本稿ではこのうち「舞台踊 り」に注 目する。舞台踊 りとは「各町の特設舞台等で」「男踊 り、女踊 り、豊

年踊 りの組み合わせを各町が毎年工夫を凝 らし体系的に」上演する [同上 :32]、 ものであ り、その代表例

が、八尾小学校校庭に設置された舞台の名称であ り公演名称である「おわら風の盆演舞場」 (写真 1)であ
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The "Owara Kaze No Bon" festival is held in Yatsuo-cho, Toyama City, Toyama Prefecture, from

September 1 to 3. N4any tourists visit the event. This paper is a report about the "Butai-Odori," dances

performed at the "Owara Kaze no Bon Enbu-jo" stage. The dances are examined through analysis of

literature and recorded images, which revealed the following six points.

(1) Eligibility for participating in the dances has been relaxed in order to ensure the survival of the

dances bringing proflt and a sufficient number of participants.

(2) Various innovations can be observed in the poses and configurations of the women's dance, "Onna-

odori."

(3) The men's dance, "Otoko-odori," features stop-motion, which requires a well-developed sense of

balance. Various innovations can be observed in the configurations of each town.

(4) Choreography of the "Hounen-odori" dance consists of three phrases, which are combined according

to the performance. lVlusical "Hayashi" phrases are used to filI up the time.

(5) The men and women's mixed dance, "Danjokongo-odori," is based on "Onna-odori." The beauty of

men and women dancing together, and innovations in configurations and performance were observed.

(6) "Danjokongo-odori" and stop-motion in "Otoko-odori" were created to accommodate the enlarged

venue.



る。これには上述の10町 1地 区が出演する。

本稿 は、 この「おわら風の盆演舞場」 を事例 に、

おわら風の盆の舞台踊 りの特徴 を明らかにすること

を目的とする。これに際し、以下を研究方法とした。

(1)調査地の概要と、おわら風の盆の理解のために

その歴史的背景、さらに3種類の踊 りと「おわら風

の盆演舞場」 の概要について、文献や インター

ネット、資料をもとに調査 した。

(2)2012年 8月 31日 ～9月 4日 に富山県富山市 と八  写真1「おわら風の盆演舞場」の演舞 (撮影:中西みなみ)

尾市を訪れ、おわら風の盆に関する資料を収集 し、特に八尾市内では住民から話を伺った。

(3)そのうち9月 1日 ・2日 には「おわら風の盆演舞場」を訪れ、19時の開始から終了する21時過ぎまでに

上演された演舞を全てビデオ撮影し、これをもとに以下の分析を行った。

①各支部の演舞の前に、司会から年齢別と総人数、プログラム構成がアナウンスされたが、これを撮影し

た映像より起こして比較した。なおアナウンスの内容は各支部から提供されたものと考えられるが、部

分的に計算の合わない箇所があった。

②先述の通り、各支部の舞台踊りは、個々の踊りの「組み合わせを各町が毎年工夫を凝らし体系的に」上

演する [同上]も のである。「おわら風の盆演舞場」は各支部の競演となるために、これ以外にも個々

の踊りの内容に関しても工夫を凝らして他との差異を図っていることが考えられる。そこで唄や演奏の

構成と振付の関わり、振付とその構成、空間構成、演出という視点から分析し、比較と考察を行った。

2.調査地概要

八尾市は富山県中南部に位置し、面積は2010年現在23,686平 方キロメートル [富 山市企画管理部情報統

計課2012:頁数記載なし]、 人口は2011年 9月 30日 の時点で21,248人 であり [富 山市企画管理部情報統計課

統計係編2012:27]、 これは富山市の総人口417,249人 の5パーセントを占める。

「八尾」の地名の由来には諸説あるが、「八」は数が多いこと、「尾」は山の尾を意味し、山々の間に多く

の渓流が走っているという地形によるものが有力とされている [八尾町史編纂委員会 1967:297-298]。 八尾

町は1953年 、1957年 と合併を重ね [続 人尾町史編

纂委員会 1973:775-777,787]、 2005年 には富山市

と周辺町村 と合併 し、富山市の一部 となった [富

山地域合併協議会 HP]。

「おわら風の盆」の踊 られる10町 1地 区とは、合

併以前の旧八尾町に該当する東町、西町、今町、

上新町、鏡町、下新町、諏訪町、西新町、東新町、

天満町の10町 と、JR越 中八尾駅前の福島地区であ

る (図 1参照)。

図 1 風の盆が開催 される10町 。1地区の位置

※『越中おわら社会学』[北 日本新聞社編集局1988]を もとに加筆
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3.「おわら風の盆」について



3-1.行 事の概要

当該行事の運営は「おわら風の盆行事運営委員会」によるが、これは八尾町商工会、越中八尾観光協会、

富山市八尾総合行政センター農林商工課の 3つから成る。開催地の 10町 1地区はそれぞれ「富山県民謡越中

八尾おわら保存会」の支部を有 し、この保存会は、各支部からの代表者によって構成されている [富 山県民

謡越中八尾おわら保存会 HP]。

各町内では 1日 ・2日 は15時～23時、3日 は19時～23時 に「町流 し」が行われる。また期間中は越中八尾

駅前の特設ステージで福島支部の実演と踊 り方教室、上新町にある曳山会館でヮークショップと各支部の実

演が行われる。先述の通 り、1日 ・2日 の夜には八尾小学校校庭にて「おわら風の盆演舞場」 (写真 1)が開

催され、10町 1地区が出演 し、舞台踊 りを披露する。

2012年のおわら風の盆については、9月 1日 に13万人、
‐
2日 に8万人、3日 に約 5万人、合計約 26万人が訪

れている [富 山新聞、北日本新聞 :2012年 9月 2日 ～4日 付 ]。

3-2.3種類の踊り

3-2-1.成 立

本来「おわら」は踊 りを伴わない民謡であった [八尾町史編纂委員会 1967:794]。 しか し1911年に「北

陸タイムス」1000号記念の祝賀会で芸者 らが即興で踊 り、その後、江尻せ き (生没年不詳)らがこれを改

良したものが、1913年 に富山県主催のイベントで踊 られた [北 日本新聞社2004:126-127,143]。 これが「豊

年踊 り」である。1929年に東京・三越本店において富山県物産展が開催されたが、このために若柳吉三郎

(1891-1940)に より「女踊 り」と「男踊 り」が振 り付けられ [同上]、 同時に「越中八尾民謡おわら保存会」

が発足 している [北 日本新聞社編集局 1988:60]。 従って3種類の踊 りはいずれもイベント用に創作された

ものであることがわかり、特に「男踊り」と「女踊り」については、日本舞踊という舞台芸術の舞踊家が振

付を担当していることから、歌詞を重視し、舞台という場を大いに意識した振付であることが推察される。

なお、「豊年踊り」を「旧踊り」、「男踊り」と「女踊り」を「新踊り」、また「女踊り」を「四季踊り」と

も呼ぶ [越 中八尾観光協会2010:26-30]。 文献によると、「豊年踊り」「男踊り」は農作業を表現した所作か

ら成り、「女踊り」は夏の河原で女性が蛍とりをしている様子を表現するとされている [同上 :26,28-30]。

3-2-2.踊 り手

元来、「女踊 り」は高校生以上で未婚の青年女子により、「男踊 り」は高校生以上 20代後半までの青年男

子により踊られていた [長尾2004:131]。 しかし八尾市内の住民数名によると、現在では町外転出者が帰

郷の際に、或いは既婚の女性が踊 り、この一方で、開催地である10町 1地 区の住民でありながら踊らないこ

とを選択する若年層が増加 しているという。踊 りに参加する若年層の減少を、本来ならば踊 り手に該当しな

い人々が補っているものと思われるcま た「八尾町の商店の人々」は、おわら風の盆の開催される3日 間で

「lヶ 月分」あるいは「半年分、1年分」の収益を得ると語っている [富 山大学人文学部文化人類学研究室

2009:174]。 このことから、この行事が八尾市ならびに各地区にとっていかに大きな収入源となっているか

がわかる。従って踊 り手の許容条件を拡大する背景には、収入をもたらす踊 りを存続 したいという経済的な

事情と、踊 りの参加者を確保することの二面性を有 していると考えられる。

3-3.踊 りの3形態

「町流し」は、各支部の公民館を出発点とし、町内の決められた順路を休憩を挟みつつ踊りながら練り歩

くものである。日中に行われるものは「昼流し」というが、観光客が増加して以降、これを避けるために深

夜に「気の合う者どうしが少人数で自由に」「夜流し」を行うようになったものの、これを目的に訪れる観
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光客も多いという [同上 :95]。

「輪踊り」は、地方を中心に置いた円形をとる [同上]。 現在では多くの支部で22時から行われ、観光客

も参加可能である [お わら風の盆行事運営委員会 2012:8]。

「舞台踊り」は、各支部の広場や神社の境内等に特設された舞台で踊られるものであり、先述した各支部

の競演する「おわら風の盆演舞場」もこれに該当する。ただし前者では当該支部のもののみが演じられる

が、後者は先述の通り全支部のものが上演される。

おわら風の盆の開催期間中には、運営委員会の編集した冊子が無料配布される。その巻末には各支部の

「町流し」と「輪踊り」の詳細なタイムテーブルが掲載されているが、本来、この両者は不定期に行われる

ものであった。ここには、全国各地から集まった観光客の、より多くの「町流し」。「輪踊り」を見たいとい

う思いに対する配慮と便宜が認められる。また「舞台踊り」の時間帯については記載はなかった。

なお、これら3つの形態については、現時点では、それが始まった年代を把握できていない。これについ

ては今後、調査を進めて明らかにしたい。

3-4.お わら唄と踊り

おわらの歌詞は基本的に上の句七・七、下の句七・五の合計26文字で構成され、これを「正調おわら」「ひ

らうた」といい、下の句の七と五の間に「オワラ」という言葉が必ず入る [越中八尾観光協会2010:22]。

またこの他に正調おわらの頭に五文字をかぶせて三十一文字として唄う「五文字冠り」と七・七・七と言葉

を重ねていき最後に五文字で結ぶ「字余 り」がある [同上]。 なお、「女踊 り」は小杉放庵 (洋 画家 1881-

1964)の 作詞した「八尾四季」に振 り付けられたのが最初とされている [同上 :30]。 これは八尾の四季を

唄った「正調おわら」であり、一句で一季を唄い、春夏秋冬の4句が存在する。

4.「おわら風の盆演舞場」にみる「舞台踊り」

4-1.「おわら風の盆演舞場」の概要

「おわら風の盆演舞場」は、1935年に聞名寺境内を会場に「おわら競演会」と称して始まり、1961年 には

「観光客を収容しきれなくなったために」会場を八尾小学校に移した [越中八尾観光協会2010:130]。 1970

年代には「競演会」から「演舞場」に改称し、入場料を課すようになった [富 山大学人文学部文化人類学研

究室2009:130]。 2006年からは前売券を全国チェーンのコンビニエンスス トアで販売するようになったが、

その収益はおわら風の盆の収入総額の約8割 を占めるという [同上]。

2012年は2日 間とも大雨に見舞われる中での開催であり、第 1日 目には諏訪町、鏡町、東町、西新町の4支

部 (雨天により天満町は中止)、 第2日 目には福島、上新町、下新町、西町、東新町、今町の6支部が出演した。

4-2.出 演者の人数

表1は、各支部ごとの唄・地方の役割別 (総代、演出係、唄、囃子、三味線、胡弓、大鼓)と 、踊 り手の

世代別の人数である。地方では複数を担当する者もお り、また東町を除いては三味線が最 も多 く、唄、胡弓

がこれに続 く。西新町を除 く全支部では踊 り手が全体の過半数を占めていた。ただし西新町は雨天により高

校生以上の参加 となったので、これに小中学生を加えると、踊 り手が過半数になるものと思われるcま た世

代別人数では、西新町を除く全支部を通 じて小学生が最 も多かった。
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表 1 司会による 10支部の役割ごとの人数と踊り手の世代別人数 [単位 :人 ]

4-3.プ ログラム構成

表 2は各支部のプログラム構成である。舞台踊 りが、「豊年踊 り」「男踊 り」「女踊 り」の3種類の他に、
「男女混合踊り」から成ることがわかった。

上新町以外の支部では最後に全員で「豊年踊り」を踊ったが、これは「総踊り」または「総流し」と紹介
されており (以後「総踊り」とする)、 その名称の通りに、全員で踊られるものであった。

「男踊 り」は、鏡町では中高生の回と成年男子の回の合計2回、他の支部では1回、「女踊り」は諏訪町、
東町、西新町、福島、今町では1回、鏡町、上新町、下新町、西町、東新町では2回演じられた。「男女混合
踊り」は諏訪町、鏡町、東町、西新町、今町のみで演じられた。「豊年踊り」は鏡町と西新町を除く8支部
で踊られ、このうち上新町と東新町は2回、他の6支部は1回、さらに上新町以外の7支部では、「総踊り」
としても演じられていた。なお、アナウンスによると鏡町と西新町は「豊年踊り」を含まないとされている
が、撮影した映像で改めて確認すると、他支部と同様に「女踊り」や「男女混合踊り」の入退場の際にそれ
と認められる振付があった。従つてこの2支部は「豊年踊り」をつなぎとして用いているのであり、そのた
めにプログラムに含まれなかったものと考えられる。

表2 各支部のプログラムと踊 り手の世代・人数 [単位 :人 ]

諏訪町 鏡 町 東町 西新町 福島 上新町 下新町 西 町 東新町 今町

①
男踊り

(青年:男 6)

男踊り

(中 高生:男 9)

男踊り

(世代不明7)

男踊り

(世代不明7)

豊年踊り

(中学生:女 9)

女踊り

(青年 :女 6)

男踊り

(青年 :男 7)

女踊り

(青年:女 10)

豊年踊り

1小学生:女 10)

男踊 り

(青年 :男 9)
男女混合踊り

(青年 :男 3

女 3)

女踊 り

(中高生:女 9)

豊年踊り

(世代不明

男8女 7)

女踊り

(世代不明6)

男踊り

(青年 :男 5)

男踊り

(青年 :男 7)

女踊り

(青年:女 6)

男踊り

(青年:男 7)

豊年踊 り

(小学生:男 8)

女踊り

(青年 :女 10)

③

豊年踊 り

(中 学生 :男

5女 5)

男踊り

(青年:男 6)

男女混合踊り

(世代不明 :

男3女 3)

男女混合踊り

(世代不明 :

男3女 3)

女踊り

(青年:女 6)

女踊り

(青年:女 6)

豊年踊り

(青年:男 3

女8)

女踊り

(青年:女 9)

女踊り

(青年:女 8)

豊年踊 り

(中 学生 :男

3女 4)

④
女踊り

(青年 :女 6)

女踊り

(青年:女 5)

女踊 り

(世代不明5)

総踊 り

(世代不明)

総踊り

(世代不明)

豊年踊 り

(中学生 :男

4女 8)

女踊り

(青年 :女 8)

豊年踊 り

(青年 :男 7

女 7)

男踊り

(青年 :男 5)

男女混合踊り

(青年 :男 5

女 4)

⑤
総踊 り

(全員)

男女混合踊り

(青年 :男 4

女 4)

総踊り

(全員)

/ /
豊年踊り

(小学生)

総踊 り

(全員 )

総踊 り

(全員)

女踊 り

(青年 :女 6)

総踊 り

(全員)

⑥ /
総踊 り(全

員)

/ / / / / /
総踊り

(全員)

/
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9月 1日 9月 2日
諏訪町 鏡 町 東町 西新町 福島 上新町 下新町 西 町 東新町 今町

唄・地方

総 代

演出係

唄

三味線 10 12 10 10
胡 弓

太 鼓

囃 子

19 30 14 23 13 27 26 21 22 19

踊り手

23 40 13 142 22 30 40 24 30
中学生 10 16 10 10

高校生・男

男 10 10
青年・女 10 10 12 10 15

小 計 51 70 34 17 170 48 62 67 37 58
合 計 70 100 48 40 183 75 88 88 59 77

②

小 計



4-4.舞 台踊りを構成する踊り

ここでは、舞台踊りを構成する「女踊り」「男踊り」「豊年踊り」「男女混合踊り」について、撮影した映

像を元に分析し、各支部を比較し考察する。

4-4-1.「 女踊り」

「女踊 り」を2回演じた5支部では、各回とも踊

り手の人数は異なり、またその内容については、

下新町・西町・東新町は四季を春夏と秋冬に三分

し、鏡町と上新町は1回 は四季のいずれか二季であ

り、 もう1回 は水田竹圃 (南 画家 。1883-1958)や

野口雨情 (作詞家・1882-1945)の 作詞した唄 [北

長囃子

囃子「唄われよ、わしゃはやす」

上旬

囃子「キタサノサ ドッコイサノサッサ」

下旬 (ポ ーズ)

上句

囃子「キタサノサ ドッコイサノサッサ」

下旬 (ポ ーズ)

表3「女踊り」の2旬の構成

日本新聞社2004:133■ 34]を 用いていた。

表3は「女踊り」の四季の部分の構成である。これを見ると、長囃子十囃子

+2句 (=二季)で 1パ ターンが形成されていることがわかる。このパターン

は、四季全てを続けて演じる場合は4句すなわち2回繰り返されるが、四季を

二季に三分したり二季のみ演じる場合は1回 となる。撮影した映像で確認する

と、各句とも下旬では振付のフレーズが一巡しており、ここで全員がポーズ

をとっていた。それゆえに4句では4回、2句では2回ポーズとなったが、その 図2 「女踊り」でよく見ら

ポーズは各支部とも毎回異なっていた。その際に多かったのは、上手前から    れたポーズ時の隊形

対角線状に並び、膝を着いた姿勢から立位へと、基本姿勢を後方に向かって次第に高くするという空間構成

であった (図 2参照)。 また複数のグループに分かれる場面もあった。各支部とも衣装は和服であり運動の

範囲が制限されるため、振付は末端の運動のみに制限されるが、異なる複数回のポーズや多様な空間構成を

用いることによって、視界を身体の特定の部位から舞台空間全体へと拡大していると言える。

4-4-2.「 男踊 り」

「男踊 り」は14の振付から成るフレーズを繰 り返す [越中八尾観光協会 2010:28-29]も のであるЭ入・

退場を含め、東新町は5回 、他の全支部はフレーズを4回繰 り返 していた。

このうち東町、東新町、福島、西町の取り入れていた「ストップモーション (時間差)」 は、時間差で振付を順番

に止めていきポーズを見せるものである。鏡町が1970年代に始めたことを自称している [鏡町公民館建設委員会記

念誌編集部会2005:41]が、この時期は「おわら風の盆演舞場」が会場を八尾小学校に移転した後であり、従っ

て会場の拡大に伴い、見映えのする演出の必要が生じたために考案されたものと考えられるc,そ してストップモー

ションは、全プログラムを通じて最も大きな拍手を招いていたことから、いかに効果的な演出であるかがわかる。

東町、東新町はフレーズの2回 日、福島、西町は3回 目にス トップモーションを取 り入れていた。福島は

全員が順番にポーズをとり、最後の一人がポーズとなった時には緊張感に満ちた空間を生んだが、他の支部

では踊 り続ける一人を除いてポーズをとっていた。表4はス トップモーションで認められた全ポーズをまと

めたものである。このうち「左右大かざし」、「かかしの手」、「鍬打ち」、「仰ぎの手」は4支部に共通してい

た。「左右大かざし」 と「かかしの手」は片足立ちであり、遊脚は股関節を外旋 し膝関節を屈曲した状態で

支持脚から張 り出すように挙上するため、高度な平衡感覚を必要とする。このポーズが長時間続 くときにひ

ときわ大きな拍手が上がったのは、このことによるものと思われる。

なお下新町では7人中2人が同時に同一ポーズをとったり、今町は9人中8人が全員同時に同一のポーズで

止まる瞬間があるなど、その構成には各支部の工夫が認められた。
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※『公式ガイドブックおわらの風』[越 中八尾観光協会2010:26-27]を もとに作成

これを見ると、振付には3通 りのフレーズのあるこ     表6「豊年踊り」の演奏と振付の構成

と (I～ Ⅲ)がわかった。また演奏の構成は、上の句  ①諏訪町 。上新町・下新町 。西町・東新町 。今町

表4 ス トップモーション中のポーズ

※『公式ガイドブックおわらの風」 [越中八尾観光協会2010128-29]よ り作成

4-4-3.「 豊年踊り」

表5は 、「豊年踊り」の振付をまとめたものである。

表5「豊年踊り」の振付のフレーズ

→囃子→下の句から成る1句 日と、異なる上の句→囃

子→異なる下の句から成る2句 目を含み、それぞれの

前に囃子或いは長囃子が入るというものであった。こ

れに振付のフレーズである I～Ⅲを対応させたものが

表6～ 8である。これを見ると、囃子・長囃子では I、

上旬 では Ⅱ、下旬 ではⅢが対応 していることが分 か  至有″ぁ1話郵 :11:こ1轟阜彎チ:17F言讐
子を入れ、今町は

る。

表6を 見ると、東町と福島以外の6支部については、

①囃子→ 1句め→囃子→2句 めという構成をとり、(|12111:||

全体を8つ に区分でき、振付は I→ Ⅱ→ I→Ⅲとい

う組み合わせを2回繰り返している。ただし西町では

2句めの後に長囃子 (Iが該当)が入り、囃子に戻っ

ていた。

表7を 見ると、東町は、①囃子→ 1句 目→2句 日と

いう構成をとり、②全体を7つ に区分できる、という

ことがわかる。

表8を 見ると、福島は、1 ‐
||〔II:1囃 子→ 1句 目→長囃子→

囃子→2句 目という構成であること、②全体を9つ に

区分できる、ということがわかる。

さらに撮影した映像で確認したところ、各支部と

表7「豊年踊り」の演奏と振付の構成②東町

表8「豊年踊り」の演奏と振付の構成③福島

囃子「唄われよ、わしゃはやす」

一句め

上旬 Ⅱ

囃子「キタサノサ ドッコイサノサッサ」
下旬 Ⅲ

囃子「唄われよ、わしゃはやす」

二句め

上旬 Ⅱ

囃子「キタサノサッサ ドッコイサノサッサ」
下旬 Ⅲ

囃子「唄われよ、わしゃはやす」

一句め

上旬 Ⅱ

囃子「キタサノサ ドッコイサノサッサ」
下旬 Ⅲ

二句め

上旬 Ⅱ

囃子「キタサノサッサ ドッコイサノサッサ」
下句 Ⅲ

振付 左右大かざし 石投げの手 かかしの手 鍬打ち 招きの手 左右投げの手 仰ぎの手

表現しているもの「鷹が宙を舞う姿」

「田や畑にある余
分な石を外に投
げている仕草」

「案山子が段 傾々
いていく様子」

「鍬を打ち込み田
畑を耕す仕草」

「実った稲穂が

段々と頭を垂れ
てくる様子」

「刈った稲をはさ

に投げかける仕

草」

「体を伸ばし、空
を仰ぐ姿」

行っていた支部
東町、福島、
西町、東新町

東町、西町、

東新町

東町、福島、
西町、東新町

東町、福島、

西町、東新町
福 島 東町、西町 東町、福島、西町

ポーズ 聟 浴磋 儡
●:

鶉木 鱚屁曖檄
麟

軋け
｀

鰺
凸

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ③ ⑨

呼出しの手 ふるいの手 種蒔の手 確認の手 笠脱ぎの手 合掌の手 直 りの手

Ⅱ 呼出しの手 ふるいの手 燕の宙返り 確認の手 笠脱ぎの手 合掌の手 直 りの手

Ⅲ 呼出しの手 ふるいの手 種蒔の手 確認の手 笠脱 ぎの手 宙返りと稲刈り稲刈 りの仕種 合掌の手 直 りの手

囃子「唄われよ、わしゃはやす」

一句め

上旬 Ⅱ

囃子「キタサノサ ドッコイサノサッサ」
下旬 Ⅲ

長囃子

囃子「唄われよ、わしゃはやす」

二句め

上旬 I[

囃子「キタサノサッサ ドッコイサノサッサ」
下旬 Ⅲ
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も囃子の間に入退場 も含めた移動を行っていた。例えば西町では2句 目の後の長囃子→囃子の部分では Iが

踊られ、その後に「総踊 り」になっている。以上より囃子すなわち振付の Iの フレーズは、各踊 りのつなぎ

に用いられていることがわかった。

空間構成では、上新町が1句 目の後に一重円になっていた他は、常に横 2列 を維持 し、変化を見せなかっ

た。そのために女踊 りや男踊 りに比べ、展開に乏しい印象を与えた。

4-4-4.「 男女混合踊り」

「男女混合踊り」は、「男踊り」と「女踊り」が同時進行し、男女がペアになってポーズをとるものであ

る。諏訪町・鏡町 。東町・西新町・今町の5支部がこれを演じていた。

撮影した映像を見ると、各支部とも「女踊り」のフレーズが一巡した時にペアになっており、従って進行

は「女踊り」をベースにしていることがわかった。またこの時の「男踊り」はフレーズの8番 目「招きの手」

或いは11番 目「傘脱ぎの手」が終わったところに相当するが、この違いは間の取り方によるものと思われ

る。また各支部ともポーズは2回認められた。そのうち複数のペアが横一列に並ぶ空間構成を、東町は2回、

諏訪町・鏡町・西新町は1回取り入れていた。ただし正面からは諏訪町と西新町は男女交互に対角線上に並

んでいるように見え、これは男女の立ち位置を前後させているためと思われる。鏡町のもう1回 のポーズで

は、ペア3組で三角形をつくっていた。なお今町は、1回 目は男性2人・女性1人の2組 と男性1人・女性 2

人の1組が横に並び、2回 目は女性が前列で膝をつき、男性がその後ろに弧状に並ぶなど、空間構成に工夫

が凝らされていた。また鏡町では、入場後も1組のペアだけが踊りながらそのまま退場していくという演出

であった。

「男女混合踊り」は、鏡町が1968年に始めたとする説 [鏡町公民館建設委員会記念誌編集部会2005:40-

41]と 、時期は不明であるものの今町が最初に取り入れたとする説 [お わら風の盆行事運営委員会2012:5]

とがある。男女が共に踊る華ゃかさを伴う「男女混合踊り」は、どの支部から始まったのかは不明である

が、時期は前者の説にあるように、会場を八尾小学校に移転した後に、より広くなった会場に対応するため

に考案されたものと考えられる。また上述のような空間構成や演出の工夫も同様に、広い会場の後方にいる

観客からも見える 。わかりやすい効果を意図したものだったのであろう。

5, おわりに

本稿では、越中八尾おわら風の盆で踊られる「舞台踊り」について、2012年 9月 1日 ・2日 に開催された

「おわら風の盆演舞場」を事例に、舞台踊りの特徴を明らかにすることを目的とした。文献・資料や現地調

査により、以下のことが明らかになった。

(1)踊 り手の条件が拡大している背景には、収入をもたらす踊りを存続するという経済的事情と、踊りの

参加者を確保することの二面が認められた。

また映像により、舞台踊りを構成する4つの踊りについては、それぞれ以下のことが明らかになった。

(2)「女踊り」は異なるポーズを複数回見せたり空間構成に工夫を凝らすなどにより、末端の部位による振

付の限界を解消していた。

(3)「男踊り」のストップモーションは高度な平衡感覚の見せ場であり、拡大した会場に対応するために新

たに創作されたものであると言える。さらに各支部によりその構成に工夫が認められた。

(4)「豊年踊り」は、演奏は1句 目・2句 目・囃子から成り、振付には3通 りのフレーズがあり、これが演

奏に応じて組み合わされていた。また囃子に相当するフレーズは、移動などのつなぎに用いられた。
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(5)「男女混合踊り」は「女踊り」をベースに進行していた。男女共演の華やかさに加え、空間構成や演出
の工夫は、拡大した会場に対応するために創作されたと考えられる。
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